
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集音手段から出力される音声信号に含まれる周辺雑音成分を適応フィルタを用いて除去
する周辺雑音除去手段と、前記周辺雑音除去手段によって前記周辺雑音が除去された後の
音声信号からスピーカの出力成分を除去するスピーカ音声除去手段と、前記集音手段に対
する音声入力のタイミングを指示する入力タイミング指示手段とを備える音声入力装置に
おいて、
　前記集音手段は、第１および第２のマイクロホンを有し、
　前記周辺雑音除去手段は、前記第１のマイクロホンから出力されるノイズ信号を前記第
２のマイクロホンから出力されるノイズ信号を用いて模擬する前記適応フィルタと、これ
ら２つのノイズ信号の差分を計算する第１の演算手段と、前記適応フィルタのフィルタ係
数の更新処理を行うとともに、前記入力タイミング指示手段によって前記音声入力のタイ
ミングが指示されたときに、前記適応フィルタのフィルタ係数の更新動作を停止するフィ
ルタ処理手段と

を有し、
　前記スピーカ音声除去手段は、前記スピーカおよび前記周辺雑音除去手段を介した伝達
系の特性を模擬するフィルタと、前記周辺雑音除去手段を介した信号と前記フィルタを介
した信号との差分を計算する第２の演算手段と、前記入力タイミング指示手段によって前
記音声入力のタイミングが指示されたときに、
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、前記第１のマイクロホンと前記第１の演算手段との間に挿入されて伝達
特性Ｚ - mで表される遅延素子と

前記スピーカから前記第１および第２のマ
イクロホンのそれぞれまでの伝達特性ＣＳ１、ＣＳ２、更新動作が停止された前記適応フ



するフィルタ係数計算手段とを有することを特徴と
する音声入力装置。
【請求項２】
　 において、
　前記入力タイミング指示手段によって前記音声入力のタイミングが指示されて前記適応
フィルタのフィルタ係数の更新動作が停止されたときに、このフィルタ係数を格納するフ
ィルタ係数格納部をさらに備え、
　前記フィルタ係数計算手段は、前記フィルタ係数格納部に格納されたフィルタ係数を用
いて、前記フィルタのフィルタ係数の計算を行うことを特徴とする音声入力装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、マイクロホンによって集音した音声の中から各種の雑音を除去する音声入力シ
ステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
最近の車載用機器、例えばナビゲーション装置やオーディオ機器に各種の操作指示を与え
る方法としては、利用者が操作パネルやリモートコントロール（リモコン）ユニットに備
わった各種のキーを押下する方法の他に、利用者によって発せられた操作音声の内容を音
声認識することによって行う方法がある。音声認識装置を用いて操作指示を行う場合には
、操作キーの配置等を覚える必要がなく、しかも走行中に車両が振動した状態でキーの操
作を行わないですむため、操作の簡略化が可能であり、特に最近ではプロセッサの高速化
等に伴って車載用機器についても用いられることが多い。
【０００３】
このような音声認識装置による認識率を低下させる要因の代表的なものには、ロードノイ
ズやエンジンノイズ等の走行に伴って生じる車室内自動車ノイズと、車室内のオーディオ
装置から出力されるオーディオ音がある。利用者の音声にこれらのノイズやオーディオ音
が重畳されると、音声認識装置ではそれらを区別して利用者の音声に対してのみ音声認識
処理を行うことができないため、正確な音声認識処理を行うことが困難となる。このため
、従来は、適応マイクロホンアレイ技術を用いてロードノイズを低減したり、トークスイ
ッチが押下されたときにオーディオ音の出力を中断あるいは音量を下げたりして、音声認
識の対象となる音声信号に重畳される各種のノイズやオーディオ音を低減する工夫を行っ
ている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述したようにトークスイッチを押下したときにオーディオ音の出力を中断し
たり、オーディオ音の音量を下げて対策を行った場合には、頻繁に音声認識処理を行った
ときにオーディオ音が断続することになるため、利用者による聴取を妨げるという問題が
ある。
【０００５】
特に、音声入力によって車載用機器の操作を行っている利用者以外に搭乗者は、この操作
とは無関係にオーディオ音を聴取している場合もあるため、聴取しているオーディオ音が
頻繁に断続されると不快であり、認識対象となる入力音声以外の発生音を断続することな
く入力音声を抽出することができる手法が望まれている。
【０００６】
本発明は、このような点に鑑みて創作されたものであり、その目的は、入力音声以外の発
生音を断続することなく入力音声を抽出することができる音声入力システムを提供するこ
とにある。
【０００７】
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ィルタのフィルタ係数Ｗ１を用いて、Ｗ２＝ＣＳ１・Ｚ - m－ＣＳ２・Ｗ１となるように前
記フィルタのフィルタ係数Ｗ２を設定

請求項１



【課題を解決するための手段】
上述した課題を解決するために、本発明の音声入力装置は、集音手段から出力される音声
信号に含まれる周辺雑音成分を、適応フィルタを用いて除去する周辺雑音除去手段と、こ
の周辺雑音が除去された後の音声信号からスピーカの出力成分を除去するスピーカ音声除
去手段とを有しており、音声信号から周辺雑音成分とスピーカ音成分（例えばスピーカか
ら出力されるオーディオ音声）を除去して、利用者が発声した音声のみを抽出することが
でき、その際にスピーカの音量等を下げる等の操作を行う必要がない。
【０００８】
具体的には、上述した集音手段は第１および第２のマイクロホンを有しており、周辺雑音
除去手段は、第１のマイクロホンから出力されたノイズ信号を第２のマイクロホンから出
力されたノイズ信号により模擬する適応フィルタと、これら２つのノイズ信号の差分を計
算する第１の演算手段とを有している。適応フィルタを用いることにより、２つのマイク
ロホンから出力されるノイズ信号を一致させることができるため、これら２つの信号の差
分を求めることにより、周辺雑音成分をキャンセルすることができ、この周辺雑音成分が
除去された音声信号を得ることができる。
【０００９】
また、上述したスピーカ音声除去手段は、スピーカおよび周辺雑音除去手段を介した伝達
系の特性を模擬するフィルタと、周辺雑音除去手段を介した信号とフィルタを介した信号
との差分を計算する第２の演算手段とを有している。スピーカから出力されるオーディオ
音声等の伝達系の特性がフィルタによって模擬されるため、スピーカから実際に出力され
る音声に対応する信号と等価な信号をフィルタによって生成することができるため、スピ
ーカの出力音成分をキャンセルすることができ、この出力音成分が除去された音声信号を
得ることができる。
【００１０】
また、集音手段に対する音声入力のタイミングが指示された場合に、適応フィルタのフィ
ルタ係数の更新動作を停止するとともに、この更新動作が停止された適応フィルタのフィ
ルタ係数に基づいてフィルタのフィルタ係数を計算することが好ましい。適応フィルタの
フィルタ係数が固定されると、周辺雑音除去手段を介した音響伝達系の特性が固定化され
るため、この特性を模擬するフィルタのフィルタ係数を計算により求めることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を適用した一実施形態の音声入力装置について、図面を参照しながら説明す
る。
図１は、本実施形態の音声入力装置の構成を示す図である。同図に示す本実施形態の音声
入力装置１は、２つのマイクロホン１０、１２、周辺雑音除去部２０、スピーカ音声除去
部４０、トークスイッチ５０を含んで構成されており、利用者がマイクロホン１０、１２
に向かって車載用のナビゲーション装置（図示せず）等に対する操作音声を発声したとき
に、マイクロホン１０、１２から出力される音声信号に含まれる各種の雑音を除去して音
声認識装置９０に入力する。マイクロホン１０、１２から出力される音声信号に含まれる
各種の雑音としては、エンジンの回転音や道路上を走行するために生じる走行雑音等から
なる周辺雑音と、オーディオ機器１００に接続されたスピーカ１０２から車室内に放出さ
れマイクロホン１０、１２によって集音されるオーディオ音とを考慮するものとする。
【００１２】
マイクロホン１０、１２は、利用者が発声した操作音声を集音可能な車室内の所定位置に
設置されている。例えば、主に運転者が操作音声を発するものとすると、運転席前方のサ
ンバイザーなどに所定間隔（例えば１５ｃｍ間隔）で設置される。
【００１３】
周辺雑音除去部２０は、マイクロホン１０、１２から出力される音声信号に含まれる周辺
雑音を除去するためのものであり、遅延素子２２、適応フィルタ２４、ＬＭＳアルゴリズ
ム処理部２６、演算部２８、フィルタ係数格納部３０を含んで構成されている。
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【００１４】
遅延素子２２は、一方のマイクロホン１０から出力される音声信号ｄ１を所定時間遅延し
た信号Ｙ１を出力する。例えば、伝達特性Ｚ - mを有するＦＩＲ（ Finite Impulse Respons
e ）型のデジタルフィルタであり、遅延時間ｔに対応するタップ係数を１に設定し、それ
以外のタップ係数を０に設定することにより実現される。
【００１５】
また、適応フィルタ２４は、フィルタ係数（タップ係数）Ｗ１を有するＦＩＲ型のデジタ
ルフィルタであり、他方のマイクロホン１２から出力される音声信号ｄ２に対して所定の
適応等化処理を行う。このフィルタ係数Ｗ１は、ＬＭＳ（ Least Mean Square）アルゴリ
ズム処理部２６によって更新される。
【００１６】
ＬＭＳアルゴリズム処理部２６は、マイクロホン１２から出力される音声信号と演算部２
８から出力される差分信号Ｙ３（後述する）が入力されており、ＬＭＳアルゴリズムを用
いることにより、演算部２８から出力される差分信号Ｙ３（後述する）のパワーが最小と
なるように、上述した適応フィルタ２４のフィルタ係数Ｗ１を更新する。
【００１７】
演算部２８は、一方のマイクロホン１０から出力される音声信号ｄ１と他方のマイクロホ
ン１２から出力される音声信号ｄ２との差分を計算して、差分信号Ｙ３を出力する。上述
したＬＭＳアルゴリズム処理部２６によってこの差分信号Ｙ３のパワーが最小となるよう
に適応フィルタ２４のフィルタ係数Ｗ１が設定されるため、遅延素子２２から出力される
遅延後の信号Ｙ１を打ち消すように適応フィルタ２４の出力信号Ｙ２の振幅、位相が制御
される。演算部２８から出力される差分信号Ｙ３は、周辺雑音除去部２０の出力信号とし
て後段のスピーカ音声除去部４０に入力される。
【００１８】
フィルタ係数格納部３０は、所定のタイミングにおける適応フィルタ２４のフィルタ係数
Ｗ１を格納する。具体的には、利用者によってトークスイッチ５０が押下されると、ＬＭ
Ｓアルゴリズム処理部２６による適応フィルタ２４のフィルタ係数Ｗ１の更新動作が所定
時間中断され、このときのフィルタ係数Ｗ１がフィルタ係数格納部３０に格納される。ま
た、フィルタ係数格納部３０には、スピーカ１０２から一方のマイクロホン１０までの伝
達特性ＣＳ１と、他方のマイクロホン１２までの伝達特性ＣＳ２が格納されている。これ
らの伝達特性ＣＳ１、ＣＳ２は、あらかじめ測定されたものが用意されている。例えば、
車両購入時に利用者の操作によって伝達特性ＣＳ１、ＣＳ２が測定され、車種別にあらか
じめ用意されている伝達特性ＣＳ１、ＣＳ２の中から本実施形態の音声入力装置１が搭載
された車種に適合したものが選択され、フィルタ係数格納部３０に格納される。
【００１９】
また、図１に示したスピーカ音声除去部４０は、周辺雑音除去部２０の出力信号Ｙ３に含
まれるオーディオ音を除去するためのものであり、フィルタ４２、フィルタ係数計算部４
４、演算部４６を含んで構成されている。
【００２０】
フィルタ４２は、フィルタ係数Ｗ２を有するＦＩＲ型のデジタルフィルタであり、オーデ
ィオ機器１００から出力されるオーディオ信号Ｘに対して所定の処理を行う。フィルタ係
数計算部４４は、周辺雑音除去部２０内のフィルタ係数格納部３０に格納されている各種
のデータ（適応フィルタ２４のフィルタ係数Ｗ１、スピーカ１０２から各マイクロホン１
０、１２までの伝達特性ＣＳ１、ＣＳ２）に基づいて、フィルタ４２のフィルタ係数Ｗ２
を計算によって求める。このフィルタ係数Ｗ２は、スピーカ１０２から出力されたオーデ
ィオ音が周辺雑音除去部２０を通ってスピーカ音声除去部４０内の演算部４６に到達する
までの伝達特性を示しており、具体的な計算方法については後述する。
【００２１】
演算部４６は、周辺雑音除去部２０の出力信号Ｙ３とフィルタＷ２の出力信号Ｙ４との差
分を計算して、差分信号Ｙ５を出力する。スピーカ音声除去部４０内の演算部４６から出
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力される差分信号Ｙ５は、音声入力装置１の出力信号として後段の音声認識装置９０に入
力される。
【００２２】
また、図１に示したトークスイッチ５０は、利用者が操作音声を発声する前に操作される
ものであり、操作状況が周辺雑音除去部２０内のＬＭＳアルゴリズム処理部２６とスピー
カ音声除去部４０内のフィルタ係数計算部４４のそれぞれに送られる。ＬＭＳアルゴリズ
ム処理部２６は、トークスイッチ５０が押下されたときに、適応フィルタ２４のフィルタ
係数Ｗ１を更新する処理を一旦停止し、このときのフィルタ係数Ｗ１をフィルタ係数格納
部３０に格納する。また、フィルタ係数計算部４４は、トークスイッチ５０が押下された
後にフィルタ係数格納部３０に格納されたフィルタ係数Ｗ１と、あらかじめ格納されてい
る伝達特性ＣＳ１、ＣＳ２を読み出して、フィルタ４２のフィルタ係数Ｗ２を計算する。
【００２３】
上述したマイクロホン１０、１２が集音手段に、周辺雑音除去部２０が周辺雑音除去手段
に、ＬＭＳアルゴリズム処理部２６がフィルタ処理手段に、演算部２８が第１の演算手段
に、スピーカ音声除去部４０がスピーカ音声除去手段に、フィルタ係数計算部４４がフィ
ルタ係数計算手段に、演算部４６が第２の演算手段にそれぞれ対応する。
【００２４】
本実施形態の音声入力装置１はこのような構成をしており、次にその動作を説明する。図
２は、本実施形態の音声入力装置１に含まれる各フィルタの係数更新手順を示す流れ図で
ある。
【００２５】
ＬＭＳアルゴリズム処理部２６には、車両の走行状態に関係なく、常にトークスイッチ５
０が利用者によって押下されたか否かを判定する機能も付加されており（ステップ２００
）、トークスイッチ５０が押下されない場合には、演算部２８から出力される差分信号Ｙ
３のパワーが最小になるように適応フィルタ２４のフィルタ係数Ｗ１を計算して更新する
（ステップ２０１）。このようにして適応フィルタ２４のフィルタ係数Ｗ１が設定される
ため、周辺雑音の発生源（エンジンやタイヤ等）から一方のマイクロホン１０および遅延
素子２２を経由して演算部２８に至るまでの周辺雑音の一方の音響伝達系に対応する伝達
特性と、周辺雑音の発生源から他方のマイクロホン１２および適応フィルタ２４を経由し
て演算部２８に至るまでの周辺雑音の他方の音響伝達系に対応する伝達特性を同じにする
ことができる。したがって、これら２つの音響伝達系を通って演算部２８に到達する周辺
雑音は、位相および振幅が同じになるため、演算部２８によって２つの入力信号Ｙ１、Ｙ
２の差分を求めることにより、この周辺雑音を除去することができる。
【００２６】
このようにして行われる周辺雑音の除去動作と並行して上述したステップ２００の判定動
作（トークスイッチが押下されたか否かの判定動作）が行われており、利用者によってト
ークスイッチ５０が押下されると、次に、ＬＭＳアルゴリズム処理部２６は、適応フィル
タ２４のフィルタ係数Ｗ１の更新処理を停止し（ステップ２０２）、その時点で適応フィ
ルタ２４に設定されているフィルタ係数Ｗ１をフィルタ係数格納部３０に格納する（ステ
ップ２０３）。なお、上述したように、このフィルタ係数格納部３０には、あらかじめ求
められたスピーカ１０２から各マイクロホン１０、１２までの伝達特性ＣＳ１、ＣＳ２と
、遅延素子２２の伝達特性Ｚ - mが格納されている。
【００２７】
次に、スピーカ音声除去部４０内のフィルタ係数計算部４４は、フィルタ係数格納部３０
に格納されているフィルタ係数Ｗ１、伝達特性ＣＳ１、ＣＳ２、Ｚ - mを読み出して、これ
らに基づいてフィルタ４２に設定するフィルタ係数Ｗ２を計算する（ステップ２０４）。
【００２８】
ところで、オーディオ機器１００の出力信号Ｘと、周辺雑音除去部２０から出力されてス
ピーカ音声除去部４０内の演算部４６に入力される信号Ｙ３との関係は、周波数領域で、
Ｙ３＝（ＣＳ１・Ｚ - m－ＣＳ２・Ｗ１）Ｘ　　　　　　　　　　…（１）
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と表すことができる。また、オーディオ機器１００の出力信号Ｘと、スピーカ音声除去部
４０内のフィルタ４２から出力されて演算部４６に入力される信号Ｙ４との関係は、
Ｙ４＝Ｗ２・Ｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（２）
と表すことができる。したがって、Ｗ２＝ＣＳ１・Ｚ - m－ＣＳ２・Ｗ１を満たすようにフ
ィルタ４２のフィルタ係数Ｗ２を設定することにより、オーディオ機器１００から出力さ
れて周辺雑音除去部２０を通って演算部４６に入力される信号Ｙ３と、オーディオ機器１
００から出力されてスピーカ１０２を介さずに直接フィルタ４２を通って演算部４６に入
力される信号Ｙ４とを同じにすることができ、演算部４６の出力信号Ｙ５に含まれるオー
ディオ音声成分を除去することができる。特に、トークスイッチ５０が押下されたときに
フィルタ係数Ｗ１の更新処理が停止されているため、フィルタ係数Ｗ１および伝達特性Ｃ
Ｓ１、ＣＳ２、Ｚ - mの全てが既知の値であり、計算によって容易にフィルタ４２のフィル
タ係数Ｗ２を求めることができる。
【００２９】
上述した動作は、トークスイッチ５０が押下されてから一定時間（例えば数秒間）行われ
る。ＬＭＳアルゴリズム処理部２６には、トークスイッチ５０が押下されたか否かを判定
する部分も内蔵されており（ステップ２００）、一定時間が経過すると（ステップ２０５
）、ステップ２０１に戻ってフィルタ係数Ｗ１の計算および更新処理以降の動作を繰り返
す。
【００３０】
このように、本実施形態の音声入力装置１では、利用者がトークスイッチ５０を押下した
後にマイクロホン１０、１２に向かって何らかの操作音声を発声したときに、マイクロホ
ン１０、１２の出力信号に含まれる周辺雑音成分を前段の周辺雑音除去部２０によって除
去し、オーディオ機器１００から出力されるオーディオ音声成分を後段のスピーカ音声除
去部４０によって除去しており、これらの各種の雑音が除去された後の操作音声のみが含
まれる音声信号が音声認識装置９０に入力される。したがって、マイクロホン１０、１２
によって集音された音声に周辺雑音成分やオーディオ音声成分が含まれている場合であっ
ても、これらを除去した操作音声のみが音声認識装置９０に送られるため、音声認識装置
９０において所定の音声認識処理を実行したときの認識率を高めることができる。また、
利用者が操作音声を発声する際に、スピーカ１０２から出力されるオーディオ音声を遮断
したり、その音量を小さくした状態で、利用者による操作音声の入力を行うことができ、
オーディオ音声を断続させた場合に聴取者が感じる違和感、不快感をなくすことができる
。
【００３１】
特に、トークスイッチ５０が押下される直前まで適応フィルタ２４におけるフィルタ係数
Ｗ１の更新が行われているため、実状に即した周辺雑音の除去を行うことができる。
【００３２】
なお、本発明は上記実施形態に限定されるものでなく、本発明の要旨の範囲内で種々の変
形実施が可能である。例えば、上述した実施形態では、ナビゲーション装置に対する操作
音声を利用者が発声する場合を例にとって説明したが、ナビゲーション装置以外の車載用
機器（例えばオーディオ機器）に対する操作音声を利用者が発声する場合にも本発明を適
用することができる。また、音声認識の対象となる音声を入力する場合の他に、例えば車
室内で移動体電話を用いる場合に、会話に含まれる周辺雑音やオーディオ音声を除去する
場合であってもよい。また、車室内で使用される場合の他に、屋内に設置された音声認識
装置やその他の装置に対して入力する音声に含まれる周辺雑音成分やスピーカ出力音声（
オーディオ音声に限定されず、テレビジョン放送の音声等であってもよい）成分を除去す
るようにしてもよい。
【００３３】
また、上述した実施形態では、２つのマイクロホン１０、１２を用いたが、３つ以上のマ
イクロホンを用いるようにしてもよい。また、利用者は、トークスイッチ５０を押下した
後に操作音声を発声するようにしたが、操作音声の先頭部分を検出する回路を設けて、こ
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の検出信号をＬＭＳアルゴリズム処理部２６やフィルタ係数計算部４４に送るようにして
もよい。
【００３４】
【発明の効果】
上述したように、本発明によれば、集音手段から出力される音声信号に含まれる周辺雑音
成分を、適応フィルタを用いて除去するとともに、この周辺雑音が除去された後の音声信
号からスピーカの出力音成分を除去しており、利用者が発声した音声のみを抽出すること
ができるため、その際にスピーカの音量等を下げる等の操作を行う必要がない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態の音声入力装置の構成を示す図である。
【図２】本実施形態の音声入力装置の動作手順を示す流れ図である。
【符号の説明】
１　音声入力装置
１０、１２　マイクロホン
２０　周辺雑音除去部
２２　遅延素子
２４　適応フィルタ
２６　ＬＭＳアルゴリズム処理部
２８、４６　演算部
３０　フィルタ係数格納部
４０　スピーカ音声除去部
４２　フィルタ
４４　フィルタ係数計算部
５０　トークスイッチ
９０　音声認識装置
１００　オーディオ機器
１０２　スピーカ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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